
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❖第５回 谷内・谷外小学校区学校地域協議会を開催しました 
 （日時：令和８年５月 26 日 19 時～  場所：谷外小学校 ３階 多目的室） 

 第５回学校地域協議会では、閉校記念事業補助金交付要綱、交流行事、統合までのスケジュールやスクールバ
スについて協議を行いました。 

◆ 協議内容について 

協議会で検討した事項 

(1) 閉校記念事業補助金交付要綱について (2) 交流行事について                    

(3) 統合までのスケジュールについて    (4）スクールバスについて 

(5) その他 

  

令和 8 年 6 月発行 
VOL.5 

姫路市教育委員会 
教育企画室 

 

◆ 主な意見について 

【姫路市立小中学校閉校記念事業補助金について】  

統合による閉校が予定されている市立の小学校、中学校及び義務教育学校について、自主的に閉校を記念する

事業を行おうとしている団体に対し、「姫路市立小中学校閉校記念事業補助金」を交付します。 

① 目的:閉校記念事業への補助 

② 補助金の交付対象となる団体:実行委員会（閉校予定学校の児童生徒の保護者・卒業生・その他地域の関係

者で構成する団体）※閉校予定学校につき１つの実行委員会に限る。 

③ 補助金の交付対象となる事業 

・閉校記念式典及び閉校記念行事に関する事業 

・閉校に伴う記念誌の発行及び記録映像等の製作 

・配布用の閉校記念の物品（消耗品を含む。）の購入等 

④ 補助対象金額:限度額40万円（ただし、25万円を超える場合、25万円＋（25万円を超える額の２分の１）） 
 
～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

主な質問(・)と教育委員会の考え方(➢)は下記のとおりです。 

・補助金を請求してから、決定通知が届くまでの期間はどの程度か。 

➢請求後、ひと月程度と考えているが、速やかに審査して決定したい。 

・閉校記念事業補助金と市民活動推進課の補助金（地域交流活動助成事業補助金）は両方申請できるのか。 

➢内容が重ならなければ両方申請できる。 

・実行委員会は誰がするのか。代表者とメンバーに関する届出は必要か。 

➢実行委員会は保護者、卒業生、その他地域の関係者で構成する団体としており、名簿を併せて提出してもら   

いたい。 

・補助金交付要綱等は市のホームページに掲載しているのか。 

 ➢今後、掲載していく予定である。 

【両校児童の交流行事について】※校長より説明   

主な意見は下記のとおりです。 （⇒は校長の回答）  

・授業の交流は、各学年１回か。 

⇒１回ずつである。９月と 11月に大型バスで２回、それとは別に学年ごとにタクシー３、４台での移動で予算

上限になると思う。 

・谷内の保護者が谷外小学校を見る機会は設けられているのか。 

⇒具体的な話までは詰めていないが、保護者のニーズが高ければオープンスクールを活用して計画したい。 

２学期中に実施できればと考えている。 

・授業参観などを通じて、谷外の教職員も全員谷内小学校に行き、児童の様子を直接見るという話は校内でしている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                  
❖ご意見をお聞かせください 
今後も統合に関するご意見をお寄せいただき、学校地域協議会で共有します。 
下記の二次元コードまたは URLから、皆さんのご意見をお聞かせください。                      

こちらから ☞   

 
 

※これまでにいただいたご意見は、HPに掲載しています。下記の二次元コードまたは URL から。 

https://www.city.himeji.lg.jp/kurashi/0000031706.html  

こちらから ☞  ◆ 問い合わせ先（事務局） 
  姫路市教育委員会事務局 教育企画室 
  〒670-8501 姫路市安田四丁目１番地 北別館５階 

電話：079-221-1557   Ｅ-mail：kyo-kikaku@city.himeji.lg.jp 

https://lgpos.task-asp.net/cu/282014/ea/residents/procedures/apply/540eeed5-

4dd8-4c7e-b68a-46cd71b54d9a/start 

 

谷内小学校と谷外小学校の統合までのスケジュール（案） 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 
主な意見は下記のとおりです。 

・令和９年度に実施する児童・保護者アンケートでは多くの課題が出てくると思う。 

・統合後の課題の解消に向けて話をする場を設けるのか、学校側に任せるのか、不安を取り除けるよう考えて

ほしい。 

・スクールバスの利用方法や降車後の通学で児童から意見が出るのは、何日か学校に通ってからになると思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通学体験

閉校記念事業実行委員会

 統合にあたり必要となる工事（谷外小学校）

 備品整理、引越しの段取り（谷内→谷外）

令和9年度令和8年度

スクールバス検討

学校地域協議会（通学等諸課題の洗い出し、対応策の検討）

（運行ルート、集合場所）

谷内小学校

　　・

谷外小学校

　　自治会、PTA、学校

　　　　　閉校式（学校主催）

　　　　　閉校式（地域主催）

　●児童・保護者アンケート

 交流行事（合同授業、学校行事、オープンスクール）

　　 　　　　　　　統合校の概要作成

　　　　　　　　　　　統合前住民説明会

R9.4統合

【スクールバスについて】  
◆概要 
１．対象 …………………令和９年４月に統合を予定している谷内小学校の児童   
２．使用車両………………マイクロバス（29人乗り（運転手を含む））２台を想定 

※バスは市が購入し、運行管理業務を委託する。   
３．運行回数（原則）……スクールバス 登校 ２コース 各１便 

下校 ２コース 各１便（低学年と高学年の終業時間が同じ日） 
    

２コース 各２便（低学年と高学年の終業時間が異なる日） 
             ※放課後児童クラブは別途１便を予定（希望者のみ）   

４．運行日数………………スクールバス 年間 210 日程度   
～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

主な質問(・)と教育委員会の考え方(➢)は下記のとおりです。 

・スクールバスに添乗員はいるのか。児童が乗り遅れた際に、添乗員がいないことが気掛かりである。 

➢運転手のみである。現在、集合場所を決めてそこから集団で乗降場所まで行く「登校班」と同様の方法を

想定しており、一人で乗降場所へ行くことや乗り遅れがないようにできるのではないかと考えている。 

・運行日数が210日となっているが、夏休みなどの長期休暇中にスクールバスは走らないのか。 

➢長期休暇中は放課後児童クラブの送迎を予定しているが、これについては別途対応する。 

・運転管理の業者はいつ決まるのか。 

➢今後、運行管理業務委託の準備を進め、契約は秋ごろになる。なお、バスは購入することとしており、３

月中に納車予定である。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://lgpos.task-asp.net/cu/282014/ea/residents/procedures/apply/540eeed5-4dd8-4c7e-b68a-46cd71b54d9a/start
https://lgpos.task-asp.net/cu/282014/ea/residents/procedures/apply/540eeed5-4dd8-4c7e-b68a-46cd71b54d9a/start

